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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の購入可能品目で満たされた店内における買い物客の意思決定の瞬間に近い実
際のリアルタイム買い物客行動データを取得するためのシステムであって、
　ａ．前記１つ以上の購入可能品目の前記買い物客による前記意思決定の瞬間に近い前記
実際のリアルタイム買い物客行動データを収集し、位置追跡データを作成するように動作
する位置追跡装置をさらに備える第１の真実の瞬間を捕捉する装置と、
　ｂ．前記位置追跡データの略すべてを含む前記実際のリアルタイム買い物客行動データ
と履歴経過データとを受信し記憶する少なくとも１つのデータ収集装置と、
　ｃ．前記店の付近に位置する通信マルチネットワークと、を備え、前記第１の真実の瞬
間を捕捉する装置が前記通信マルチネットワークに通信可能に連結されており、前記デー
タ収集装置は、前記通信マルチネットワークと稼働的に通信しており、前記通信マルチネ
ットワークは、
　前記第１の真実の瞬間を捕捉する装置が、前記第１の真実の瞬間を捕捉する装置によっ
て生成される前記位置追跡データに基づいて前記店の全体にわたって追跡される場合に経
由する少なくとも１つのメッシュ型通信ネットワークと、
　前記第１の真実の瞬間を捕捉する装置が前記買い物客行動データを前記データ収集装置
に転送する場合に経由する少なくとも１つのスター型通信ネットワークと、
　を備えるシステム。
【請求項２】
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　前記実際のリアルタイム買い物客行動データが、購入が検討された前記１つ以上の購入
可能品目の識別情報と、前記買い物客が前記１つ以上の購入可能品目を選択するかしない
かを決めるために費やした時間の長さと、前記店における前記買い物客の推定位置の識別
情報とを含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記実際のリアルタイム買い物客行動データは、前記買い物客によって購入のために選
択された前記１つ以上の購入可能品目の識別情報を含む、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記実際のリアルタイム買い物客行動データは、前記買い物客によって購入のために選
択されなかった前記１つ以上の購入可能品目の識別情報を含む、請求項３に記載のシステ
ム。
【請求項５】
　前記実際のリアルタイム買い物客行動データが、前記１つ以上のデータ収集装置に送信
され、前記データ収集装置が前記通信マルチネットワークに通信可能に連結されている、
請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
　前記データ収集装置は、前記実際のリアルタイム買い物客データを取得し、整理する、
請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　各前記買い物客は、前記店における推定位置を有し、それによって各前記買い物客の前
記推定位置が、各前記買い物客の近接場所に保持されている前記第１の真実の瞬間を捕捉
する装置を有する、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
　前記位置追跡データは、前記位置追跡装置が前記通信マルチネットワークと関連付けら
れた時期あたりから、前記位置追跡装置と前記通信マルチネットワークとの関連付けが解
除された前記時期あたりまで、前記第１の真実の瞬間を捕捉する装置によって収集される
、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記１つ以上の購入可能品目は、前記第１の真実の瞬間を捕捉する装置によるスキャン
を受けるための可読メディアをその表面に備え、前記可読メディアは、前記１つ以上の購
入可能品目の各々の製品識別情報を含む、請求項１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願に対する優先権の主張）
　本特許出願は、２００９年３月２０日に出願された米国非仮特許出願第１２／４０８，
５８１号、２００９年１月１４日に出願された米国非仮特許出願第１２／３５３，８１７
号、２００９年１月１４日に出願された米国非仮特許出願第１２／３５３，７６０号、２
００８年７月１４日に出願された米国特許非仮特許出願第１２／１７２，３２６号、２０
０７年９月２１日に出願された米国特許非仮特許出願第１１／８５９，７０３号、および
米国暫定特許出願２００８年３月２１日に出願された米国仮特許出願第６１／０７０，３
４４号を相互参照し、優先権を主張するものであり、本明細書において参照によりすべて
援用されるものとする。
【０００２】
　本発明は、買い物客が店内で買い物を行う間に実際のリアルタイム買い物客行動データ
を収集するためのシステムおよび方法を提供する。特に、店内での買い物客の商品選択中
に買い物客行動データを取得するためのシステムおよび方法が提供され、第１の真実の瞬
間の前、間、後における買い物客の将来の製品選択に影響を及ぼすシステムおよび方法が
改良される。
【背景技術】
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【０００３】
　店内での買い物客の行動を理解することは、小売業者、マーチャンダイザー、データ収
集者、および大型商店の経営者にとっての最優先事項となった。これまでは、意思決定の
時点、すなわち第１の真実の瞬間における買い物客の行動を理解し、その後に予測するこ
とが困難であった。また、店内での買い物客の動線に関する知識を得ることも困難であっ
た。買い物客が複数の品目を購入し、その店を出た後に得られたデータ、すなわち、販売
時点（ＰＯＳ）以降に集まるデータが唯一の一貫した実把握データであることが一般的で
あった。当業者は、更なる洞察を得るために、かかる購入品を聞き取りによって正しく追
跡してきたが、このような聞き取りでも、瞬間的な買い物客の行動、すなわちリアルタイ
ムの買い物客の行動見通しの合図、および店内における買い物客の実際の動線や判断経路
を知るための合図を逃してしまう。
【０００４】
　第１の真実の瞬間（ＦＭＯＴ）は、１）商品の選択が検討され、２）その商品が実際に
選択され、３）買い物客が特定の商品の選択を検討するために費やす時間の長さ、および
４）意思決定の瞬間における、商品の位置に対する買い物客の店内推定位置を含む商品選
択と定義されてきた。
【０００５】
　買い物客が特定商品の選択を検討するために費やす時間の長さは、一般に約３秒から７
秒の範囲と考えられているが、買い物客によって異なり、当業者であれば、その違いをよ
く理解しているであろう。求められる実際の時間に関係なく、ＦＭＯＴは、店内、店棚、
エンドキャップ、キオスク、スタンドアロンディスプレイ、当業者に公知の店内または他
の表示手段における買い物客の意思決定プロセスを含む。
【０００６】
　小売店内で商品を販売するマーチャンダイザーは、年間何十億ドルを費やして、ＦＭＯ
Ｔ時および買い物客の店内経路移動中に、買い物客の行動に影響を与えようと努力してい
る。現在、買い物客の行動と、第１の真実の瞬間に買い物客に影響を与える要素（存在す
る場合）に関するリアルタイムの経験的理解は、依然として謎である。
【０００７】
　ＦＭＯＴにおける買い物客の行動の理解に努めることは重要であるが、一貫して適用で
き、買い物客の買い物行為の全体像を提供し、良好に機能し、再現が可能であり、かつ買
い物客の買い物行為全体を把握する真の尺度であるこのような発見のためのシステムを提
供することも重要である。
【０００８】
　従来技術は、店内での商品の移動を追跡するＲＦＩＤの使用が役に立ち得ると定めてい
る。小売環境における商品に対してＲＦＩＤを使用している当業者は、ＲＦＩＤタグを含
む商品は、小売環境（食料雑貨店など）における全商品の１０％未満であり、２％未満で
あることも多いということを十分に認識しているであろう。ＲＦＩＤタグがショッピング
カートに取り付けられていても、買い物客が店棚やエンドキャップなどから何を選択する
かという点よりもむしろ、ショッピングカートの店内移動経路に関する有用な情報が得ら
れるに過ぎない。そのため、このような手法は、買い物客の商品選択に関する洞察を提供
しない。
【０００９】
　米国特許第６，６５９，３４４号では、小売市場における買い物客の行動に関するデー
タを収集するシステムが提供されている。その明細書では、買い物かごにスキャナが取り
付けられ、棚から品目が離れたことをＲＦＩＤによって検出するように構成されており、
かかる品目には、１つ以上のＲＦＩＤタグが備わっている。この手法における明らかな制
限は、繰り返しになるが、店内の商品に対して利用可能なＲＦＩＤタグの用途が限られて
いるということである。ＲＦＩＤへの依存により、買い物客に関する洞察が得られる可能
性のある非常に有用な買い物客の行動データが収集される可能性は低くなる。
【００１０】
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　そのため、残るのは、店内全域の買い物客の位置をリアルタイムで追跡する能力、買い
物客が購入のために選択した品目に関する知識、買い物客が購入のために品目を選択した
店内の場所に関する知識、および買い物客が購入のために選択した各商品について、意思
決定プロセスに要した時間に関する知識によって実際および／またはリアルタイムの買い
物客の行動データを選択できるシステムに対するニーズである。また、かかるすべてのリ
アルタイム買い物客行動データを使用してコンピュータ支援シミュレーションモデルを強
化することも重要である。そうすることは、買い物客の行動を予測するコンピュータシュ
ミレーションの精度向上に役立つであろう。
【発明の概要】
【００１１】
　したがって、本発明は、１つ以上の購入可能品目で満たされた店内における買い物客の
意思決定の瞬間に近い実際のリアルタイム買い物客行動データを取得するためのシステム
を提供する。このシステムは、前記店付近に位置する通信ネットワークと、その通信ネッ
トワークと稼働的に通信している少なくとも１つのデータ収集装置と、店内でその通信ネ
ットワークに通信可能に接続されるように適合させた第１の真実の瞬間を捕捉する装置と
を備える。第１の真実の瞬間を捕捉する装置は、１つ以上の購入可能品目の買い物客によ
る意思決定の瞬間に近い実際のリアルタイム買い物客行動データを収集する目的で使用さ
れる。好適な通信ネットワークは、マルチネットワークである。
【００１２】
　好ましくは、このシステムは、１つ以上の購入可能品目に関する買い物客の意思決定の
瞬間の、前、間または後に、買い物客の意思決定に影響を与えるために、第１の真実の瞬
間を捕捉する装置に１つ以上の影響メッセージを送信する。
【００１３】
　買い物客がＦＭＯＴ装置を使用すると、１つ以上の影響メッセージに対する買い物客の
応答または無応答を追跡できるようになる。次に、かかる応答または無応答は、その買い
物客のリアルタイム買い物客行動データの一部として記録および記憶される。本明細書の
代替実施形態において、本明細書のシステムによって買い物客に届けられる影響メッセー
ジは、携帯電話、ＰＤＡ、またはワイヤレス対応ＭＰ３装置など、第１の真実の瞬間を捕
捉する装置を含まない通信装置によって買い物客に届けられる。
【００１４】
　本明細書の実際のリアルタイム買い物客行動データは、購入が検討された１つ以上の購
入可能品目の識別情報と、１つ以上の購入可能品目を選択するかしないかを決めるために
買い物客が費やす時間の長さと、店内における前記買い物客の推定位置とを含む。また、
実際のリアルタイム買い物客行動データは、購入が検討された商品が、買い物客によって
実際の購入のために選択されたときに、その買い物客によって購入のために選択された１
つ以上の購入可能品目の識別情報を含む。購入のために品目を選択した買い物客が購入前
に意思を変えた場合、かかる判断も、実際のリアルタイム買い物客行動データの一部とし
て記録され、その品目が「選択解除された」ものとしてマークされるのが好ましい。
【００１５】
　先述のように、システムは１つ以上のデータ収集装置を備える。実際のリアルタイム買
い物客行動データは、通信ネットワークに各々通信可能に連結されている１つ以上のデー
タ収集装置に送信される。実際には、これらのデータ収集装置は、実際のリアルタイム買
い物客データを取得し、整理する。
【００１６】
　買い物中の買い物客の推定位置は把握されている。かかる位置が把握される条件は、買
い物客の近接場所に第１の真実の瞬間を捕捉する装置があり、ＦＭＯＴ装置がその買い物
客に割り当てられているということである。買い物客の推定位置が把握される好適な方法
は、連続的または略連続的な位置追跡である。すなわち、第１の真実の瞬間を捕捉する装
置は、買い物客が店内で時間を過ごしている間に位置追跡データを作成する位置追跡装置
を備える。好ましくは、データ収集装置は、位置追跡データから成る履歴経過データを記
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憶する。あるいは、位置追跡データのすべてまたは少なくとも一部を、第１の真実の瞬間
を捕捉する装置に記憶してもよい。
【００１７】
　実際には、位置追跡データは、位置追跡装置が通信ネットワークと関連付けられた時期
あたりから位置追跡装置と通信ネットワークとの関連付けが解除された時期あたりまで、
第１の真実の瞬間を捕捉する装置によって収集される。
【００１８】
　店内において、１つ以上の購入可能品目は、第１の真実の瞬間を捕捉する装置によるス
キャンを受けるための可読メディアをその表面に備える。可読メディアは、１つ以上の前
記購入可能品目、および／または６本パックのソーダのような束ねられた一群の品目ごと
に、商品識別情報を含む。
【００１９】
　本明細書は、本発明を具体的に指摘し、明確に請求する請求項で締めくくられているが
、添付の図と合わせて参照することにより、実施形態は良好に理解されると考えられる。
なお、添付の図面において、同じ参照番号は同じ要素を表す。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１Ａ～図１Ｄは、買い物客が意思決定の瞬間に店内のエンドキャップから商品
を選択している様子を表す。
【図２】図２Ａ～図２Ｄは、買い物客が意思決定の瞬間に店内の通路沿いにある店棚から
商品を選択している様子を表す。
【図３】図３は、買い物客が店内の商品を選択するプロセスと、店から商品を選択してい
る買い物客の近接場所にある位置追跡装置とデータ収集装置との間の通信プロセスを示す
流れ図であり、図中において、この通信は店内の通信ネットワークを経由して行われる。
【図４】図４は、買い物客がデータ収集装置と通信するために店内で使用する「第１の真
実の瞬間」を捕捉する装置（すなわち、ワイヤレス終端装置）の正面を示す。
【図５】図５は、店舗ベースの例示的な通信用マルチネットワークを有する店の概略平面
図である。
【図６】図６Ａおよび図６Ｂは、実際のリアルタイム買い物客の行動データを店で収集す
るのに役立つ例示的なメッシュ型通信ネットワークの概略図である。
【図７】図７Ａおよび図７Ｂは、実際のリアルタイム買い物客の行動データを店で収集す
るのに役立つ例示的なスター型通信ネットワークの概略図である。
【図８】図８は、実際のリアルタイム買い物客の行動データを店で収集するのに役立つ例
示的なスター型通信ネットワークとメッシュ型通信ネットワークとを提供している店の概
略図である。
【図９】図９は、例示的な通信マルチネットワークを提供している店の概略図である。
【図１０】図１０は、位置追跡サブシステムが動作する例示的処理のダイアグラムである
。
【図１１Ａ】図１１Ａは、位置追跡サブシステムの例示的実施形態を示す。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、位置追跡サブシステムの例示的実施形態を示す。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、位置追跡サブシステムの例示的実施形態を示す。
【図１１Ｄ】図１１Ｄは、位置追跡サブシステムの例示的実施形態を示す。
【図１２】図１２は、位置追跡サブシステムの簡略概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本明細書の発明は、１つ以上の購入可能品目で満たされた店内で買い物客が行う意思決
定の瞬間に近い実際のリアルタイム買い物客行動データを取得するためのシステムを提供
する。このシステムは、店付近に位置する通信ネットワークと、その通信ネットワークと
稼働的に通信している少なくとも１つのデータ収集装置と、店内でその通信ネットワーク
に通信可能に接続されるように適合させた第１の真実の瞬間を捕捉する装置とを備える。
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第１の真実の瞬間を捕捉する装置は、１つ以上の購入可能品目の買い物客による意思決定
の瞬間に近い実際のリアルタイム買い物客行動データを収集する目的で使用される。好適
な通信ネットワークは、マルチネットワークである。
【００２２】
　好ましくは、このシステムは、１つ以上の購入可能品目に関する買い物客の意思決定の
瞬間の、前、間または後に、買い物客の意思決定に影響を与えるために、第１の真実の瞬
間を捕捉する装置に１つ以上の影響メッセージを送信する。
【００２３】
　買い物客がＦＭＯＴ装置を使用すると、１つ以上の影響メッセージに対する買い物客の
応答または無応答を追跡できるようになる。次に、かかる応答または無応答は、その買い
物客のリアルタイム買い物客行動データの一部として記録および記憶される。本明細書の
代替実施形態において、本明細書のシステムによって買い物客に届けられる影響メッセー
ジは、携帯電話、ＰＤＡ、またはワイヤレス対応ＭＰ３装置など、第１の真実の瞬間を捕
捉する装置を含まない通信装置によって買い物客に届けられる。
【００２４】
　本明細書の実際のリアルタイム買い物客行動データは、購入が検討された１つ以上の購
入可能品目の識別情報と、１つ以上の購入可能品目を選択するかしないかを決めるために
買い物客が費やす時間の長さと、店内における前記買い物客の推定位置とを含む。また、
実際のリアルタイム買い物客行動データは、購入が検討された商品が、買い物客によって
実際の購入のために選択されたときに、その買い物客によって購入のために選択された１
つ以上の購入可能品目の識別情報を含む。購入のために品目を選択した買い物客が購入前
に意思を変えた場合、かかる判断も、実際のリアルタイム買い物客行動データの一部とし
て記録され、その品目が「選択解除された」ものとしてマークされるのが好ましい。買い
物客の選択内容はすべてリアルタイムで記され、記録される。
【００２５】
　先述のように、システムは１つ以上のデータ収集装置を備える。実際のリアルタイム買
い物客行動データは、通信ネットワークに各々通信可能に連結されている１つ以上のデー
タ収集装置に送信される。実際には、これらのデータ収集装置は、実際のリアルタイム買
い物客データを取得し、整理する。
【００２６】
　買い物中の買い物客の推定位置は把握される。買い物客の近接場所に第１の真実の瞬間
を捕捉する装置があり、ＦＭＯＴ装置がその買い物客に割り当てられている限り、かかる
位置は把握される。買い物客の推定位置が把握される好適な方法は、連続的または略連続
的な位置追跡である。すなわち、第１の真実の瞬間を捕捉する装置は、買い物客が店内で
時間を過ごしている間に位置追跡データを作成する位置追跡装置または機構を備える。好
ましくは、データ収集装置は、位置追跡データから成る履歴経過データを記憶する。ある
いは、位置追跡データのすべてまたは少なくとも一部を、第１の真実の瞬間を捕捉する装
置に記憶してもよい。
【００２７】
　実際には、位置追跡データは、位置追跡装置が通信ネットワークと関連付けられた時期
あたりから位置追跡装置と通信ネットワークとの関連付けが解除された時期あたりまで、
第１の真実の瞬間を捕捉する装置によって収集される。
【００２８】
　店内において、１つ以上の購入可能品目は、第１の真実の瞬間を捕捉する装置によるス
キャンを受けるための可読メディアをその表面に備える。可読メディアは、１つ以上の前
記購入可能品目、および／または６本パックのソーダのような束ねられた一群の品目ごと
に、商品識別情報を含む。
【００２９】
　本明細書で使用される「実際のリアルタイム買い物客行動データ」という用語は、買い
物客の識別データ、位置追跡データ、商品スキャンデータ、および商品選択タイミングデ
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ータを合わせたものを意味する。理想的には、実際のリアルタイム買い物客行動データに
、買い物客の個人プロフィールと人口統計学的プロフィールも含まれる。
【００３０】
　本明細書で使用される「第１の真実の瞬間を捕捉する装置」、「ＦＭＯＴ装置」、「ワ
イヤレス終端装置」、または「ＷＥＤ」という用語は、本明細書の通信ネットワークを経
由してワイヤレスで動作するハンドヘルドまたは小型携帯型電子装置を意味し、　かかる
装置は、品目に備わっている可読メディアを購入のためにスキャンしたり、ｆｍｏｔ装置
を使用して買い物客の推定位置を伝達したりすることができる。
【００３１】
　本明細書で使用される「商品スキャン装置」という用語は、バーコード、ＵＰＣコード
、およびその他の機械読み取り可能な記号やコードなどの可読メディアをスキャンできる
装置を意味し、写真を撮影できる撮像装置を含むが、これに限定されるものではない。商
品スキャン装置は、本明細書に開示される他の種類のデータの中から商品スキャンデータ
を生成する。「商品をスキャンした」や「商品が選択されて、その後スキャンされる」な
どの語句や、商品のスキャンを表す同様の表現が使用されている場合、本明細書では常に
、商品のバーコードまたは可読メディアがスキャンされていることを意味する。本明細書
における好適な商品スキャン装置はＦＭＯＴ装置である。
【００３２】
　本明細書で使用される「バーコード」、「ＵＰＣコード」、および「可読メディア」と
いう用語は、本明細書に開示される商品スキャン装置（ＦＭＯＴ装置など）によって機械
読み取り可能な任意のコードを意味する。
【００３３】
　本明細書では、「データ収集装置」という用語は、スイッチと、大量のデータを記憶す
るのに十分なメモリを有するサーバ級のコンピュータとを備える１つ以上の電子装置を意
味する。前記データ収集装置は、スイッチ、ゲートウェイサーバ、店舗関係者タスク管理
サーバなどの店舗コンピュータ、コンピュータ支援注文システムコンピュータ、販売時点
情報管理端末、店内プロセッサ（ＩＳＰサーバ）、位置追跡サーバ、商用サーバ、または
本明細書に記載されているデータ関連機能のすべてを含むがそれらに限定されないデータ
の処理および／または記憶に役立つ他の論理エンジンの機能を実行することができる。
【００３４】
　本明細書で使用される「推定位置」という用語は、既知の商品位置に対する第１の真実
の瞬間を捕捉する装置（ＦＭＯＴ装置／ワイヤレス終端装置）など、１つ以上の電子装置
によって追跡される買い物客または店舗関係者の推定位置を意味する。買い物客の位置が
推定される理由は、好ましくは本明細書のＦＭＯＴ装置内に保持され、買い物客の近くに
保持されている位置追跡装置の位置を店が追跡しているからである。
【００３５】
　図１Ａから図１Ｄは、店内での買い物客の第１の真実の瞬間に、買い物客７が購入のた
めにエンドキャップ２２から品目を選択するプロセスを描いている。これらの図はエンド
キャップを描いているものの、このプロセスは、キオスク、ディスプレイ、または１つ以
上の標準的な店棚に配置されていない他の任意の商品グループで使用されてもよい。図１
Ａから図１Ｄは、店内での第１の真実の瞬間における買い物客の行為を絵で表したもので
ある。図１Ａは、買い物客が店５内のエンドキャップ２２に接近したときの様子を表す。
【００３６】
　図１Ａ、図１Ｂ、図１Ｃ、および図１Ｄの買い物客７は、第１の真実の瞬間を捕捉する
装置５０、本願明細書では、以下に詳述するワイヤレス終端装置５０（図４）を所有して
いる様子を表している。図１Ａから図１Ｄには、以下にさらに詳しく記載されている店内
の通信ネットワークを経由してデータ収集装置とＦＭＯＴ装置５０との間で動作している
位置追跡サブシステムが存在するが、十分には示されていない。実際には、ＦＭＯＴ装置
５０は、１つ以上の情報ルータ１２を経由してデータを送受信する。本明細書においては
、データ収集装置２３（図５、図７Ａ、および図９）と店の通信ネットワーク１０（図５
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および図９）が、店５内の買い物客がエンドキャップ２２に移動し、立ち止まり、その後
立ち去るときの位置をリアルタイムで把握しているか、把握することができる。買い物中
、買い物客７が第１の真実の瞬間を捕捉する装置５０を持って店内全体を移動すると、そ
の想定位置が追跡される。
【００３７】
　図１Ａでは、買い物客７が購入オプションを検討しながらエンドキャップ２２で立ち止
まった様子が示されている。本明細書の一実施形態において、買い物客７は、例えば洗濯
用洗剤の大きな列の前に立っている。図１Ｂにおいて、買い物客７は、エンドキャップ２
２から商品３５を選択した。図１Ｃにおいて、買い物客７は、選択した商品３５上の可読
メディア（図示せず）をスキャンする。商品３５をこのようにスキャンする際、いくつか
の重要機能が実行される。その各々について以下に記載する。
【００３８】
　まず、スキャンされた商品３５の識別情報が、ＦＭＯＴ装置５０により、店の通信ネッ
トワーク１０を経由して送信され、かかる送信された情報は、１つ以上の情報ルータ１２
を経由して受信され、最終的にはデータ収集装置２３に転送される。
【００３９】
　２番目に、買い物客の商品選択の瞬間もデータ収集装置２３によって記録され、記憶さ
れる。買い物客７の店内移動はリアルタイムで少しずつ時間を追って評価できるため、買
い物客７が商品選択の検討に費やした時間の長さも把握される。この時間は、ＦＭＯＴ装
置５０またはデータ収集装置２３内のタイミング装置によって追跡することができる。本
明細書において、この追跡時間は商品選択タイミングデータと呼ばれる。
【００４０】
　３番目に、店５における買い物客７の位置がリアルタイムで把握されているため、かか
る位置は選択された商品３５の識別情報に添付される。
【００４１】
　最後に、処理が完了し、選択された商品が選ばれ、選択された商品３５を買い物客７が
前記ショッピングカートに入れる様子が、購入を検討しただけでなく、購入するために実
際に選択された証として示されている。
【００４２】
　本明細書で使用される「位置追跡データ」という用語は、買い物客が店内全体を移動し
ているときの、選択時点における買い物客の直前の場所を意味する。１つの特定対象領域
は、買い物客が第１の真実の瞬間を捕捉する装置を経験したとき、すなわち、位置追跡装
置が、店内を移動する買い物客の近接場所にある第１の真実の瞬間を捕捉する装置を追跡
したときの買い物客の直前位置を含み得る。
【００４３】
　上記すべてのステップから、店５における買い物客７の行動の評価を開始することがで
きる。スキャンされた商品を含め、買い物客７の買い物行為全体を追跡することによって
、店内での当人の実際のリアルタイム買い物行動を追跡して分析することができ、その行
動がさらに理解されれば、行動に影響を与え得る可能性がある。データ収集装置２３は、
商品選択タイミングデータ、位置追跡データ、および商品スキャンデータをコンパイルし
た後、実際のリアルタイム買い物客行動データを作成する。
【００４４】
　さらに、本明細書のシステムは、買い物客７が商品選択のための意思決定の瞬間（すな
わち第１の真実の瞬間）に費やす時間の長さを追跡して、商品選択タイミングデータを作
成する。買い物客７が商品を検討する時間は、ＦＭＯＴ装置５０、データ収集装置２３、
またはその両方で、好ましくは電子的に追跡される。買い物客７が第１の真実の瞬間にあ
ることをシステムが検出したときに、このタイミングは開始される。
【００４５】
　実際には、本明細書のシステムは、買い物客７の移動速度が当人の平均速度よりも大幅
に低いことを検出したとき、および当人の推定位置が店内の商品ディスプレイの前にある
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ときに、当人が商品の選択を検討中であることを検出する。この検出の一部は、商品の購
入検討の時間と、買い物客の典型的な店内移動との間の２つの相対的な速度の比較を含む
。
【００４６】
　次にデータ収集装置２３は、商品スキャンデータ、位置追跡データ、および商品選択タ
イミングデータを取得し、整理して、実際のリアルタイム買い物客行動データを作成する
。例示的実施形態において、データ収集装置２３は、買い物客７と関連付けられている実
際のリアルタイム買い物客行動データを、店５への２度以上の来店から収集して、特定の
買い物客に関する買い物客７行動パターンデータを作成する。データ収集装置２３は、買
い物客の行動データの判断の基となるデータを収集するため、全グループ（女性、男性、
国内の地域、休日の行動など）を分類する買い物客人口統計学的データも作成する。
【００４７】
　さらに進んで、データ収集装置２３が履歴経過データを収集し、保管する。このデータ
は、位置追跡装置が通信ネットワーク１０と関連付けられた時刻あたりから、買い物客７
が支払いを済ませて店５を出た時刻あたりまでに収集された位置追跡データの略すべての
総計である。
【００４８】
　データ収集装置２３は、買い物ごとの買い物タイミングデータを買い物客ごとに収集す
る。代替実施形態において、タイミング装置は、買い物タイミングデータを収集する。買
い物タイミングデータは、買い物客の第１の真実の瞬間を捕捉する装置５０が店５内の通
信ネットワーク１０と関連付けられた最初の瞬間から、ＦＭＯＴ装置と通信ネットワーク
１０との関連付けが解除された時点まで、買い物客が店内で過ごした時間の長さを意味す
る。
【００４９】
　重要な点として、購入してもらうために商品を店内に配置して欲しい供給業者は、実際
のリアルタイム買い物客行動データ、買い物客の行動パターンデータおよび／または明確
な行動パターンデータを使用して、店内に自社商品を配置する方法、店内に配置する商品
、自社商品を配置する地理的な場所、自社商品への最適な価格付けを判断し、さらに他に
も多くの商品の人口統計学的判断を行う。同様に、店は、実際のリアルタイム買い物客行
動データ、買い物客の行動パターンデータおよび／または明確な行動パターンデータを使
用して、どの店のどの地理的領域にどの商品を配置するか、その店に陳列する１つ以上の
商品価格、買い物客に影響を与えるために使用する１つ以上の影響力のあるメッセージの
内容、および／または供給業者が店に供給する１つ以上の商品の店内陳列位置を判断する
。
【００５０】
　例示的実施形態において、データ収集装置２３は、店の主要データベース、主要データ
リポジトリとして機能する。機能的には、データ収集装置２３は、店の通信ネットワーク
１０の他の構成要素から受信したデータを整理し、管理し、記憶する。さらに、データ収
集装置２３は、通信ネットワーク１０の他の要素、すなわちＦＭＯＴ装置５０と情報ルー
タ１２とにデータを配送する。
【００５１】
　例示的実施形態において、データ収集装置２３は、光線追跡計算とブラインドノード（
すなわちＦＭＯＴ装置５０）位置計算とを実行して、情報ルータ１２に対する自らの位置
、そして最終的には店５内でのその位置に対する自らの位置を判断することができる。デ
ータ収集装置２３は、商品選択タイミングデータ、来店タイミングデータ、および実際の
リアルタイム買い物客行動データを作成する。データ収集装置２３は、店５内にあるのが
好ましいが、２つ以上の物理的な電子装置の中心となり得るため、データ収集装置２３は
、店の敷地内に完全に含まれているか、小売店の建物の内外両方に位置していればよい。
【００５２】
　先述のように、ＦＭＯＴ装置５０は、（１）店内における買い物客の推定位置の各々を
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追跡するため、および（２）位置追跡データを作成するための位置追跡装置として、通信
ネットワーク１０経由で動作するように適合されている。あるいは、ＦＭＯＴ装置５０に
物理的に近接し、通信する位置追跡装置が、（１）店内における買い物客の推定位置の各
々を追跡するため、および（２）位置追跡データを作成するために、通信ネットワーク１
０を経由して動作する。
【００５３】
　図２Ａから図２Ｄは、かかる商品選択が商品棚で商品通路２４沿いに行われていること
を除き、買い物客７による商品選択の図１Ａから図１Ｄのプロセスに似たプロセスを表す
。
【００５４】
　図２Ａは、商品３５が配置されている店内通路２４に接近している買い物客７を示す。
図２Ｂにおいて、買い物客７は、選択された商品３５を通路２４の棚から選択する。図２
Ｃは、本明細書でＦＭＯＴ装置５０と称する第１の真実の瞬間を捕捉する装置を使用して
、選択された商品の識別情報をスキャンする買い物客７を表す。かかるスキャンで、商品
スキャンデータが作成され、店内の通信ネットワークを経由して、そのデータが収集およ
び整理されるデータ収集装置に送信される。最後に図２Ｄは、選択された商品３５を、使
用しているショッピングカートに入れている買い物客７を表す。
【００５５】
　図３は、食料雑貨店５のような小売環境における買い物客の行為からデータの集合を詳
述するフローチャートである。第１の事例において、位置追跡装置と商品スキャン装置と
を含むＦＭＯＴ装置５０を備えた買い物客が、店内で買い物を開始する。
【００５６】
　ＦＭＯＴ装置５０は、起動すると、店内の通信ネットワーク１０とワイヤレスで関連付
けられる。関連付けが成立すると、通信ネットワークは、店内での買い物客７の推定位置
の各々をＦＭＯＴ装置５０によって連続的に追跡し、更新する。ＦＭＯＴ装置５０は、位
置追跡装置として動作するか、位置追跡装置と関連付けられるように適合されているのが
好ましい。
【００５７】
　あるいは、連続的に追跡または更新されない場合でも、買い物客の推定位置の各々は、
データ収集装置２３により、５秒ごと、１５秒ごと、３０秒ごとといった所定の間隔で追
跡され、更新される。当業者であれば、選択される追跡および更新期間は、選択される正
確な間隔について任意であり、かかる間隔は、会社の指示に従って店舗マネージャ（また
は他の従業員）が選択してよいことを容易に理解できるであろう。小売環境５のニーズに
応じて適切な時間間隔が選択されている限り、本明細書の発明の基準は満たされたことに
なる。
【００５８】
　自身の買い物の過程で前方に移動した買い物客７は、店棚（図２Ａから図２Ｄに図示）
の前の位置、あるいはエンドキャップ２２（図１Ａから図１Ｄに図示）など、店棚でない
商品ディスプレイから、選択された商品３５を購入のために選択する。選択されると、買
い物客は購入のために選択した商品３５のバーコードをスキャンする。選択の瞬間または
そのすぐ後にバーコードをスキャンすることにより、買い物客７は、選択された商品３５
の識別情報を登録する。購入のために選択された商品３５を、元の陳列場所またはそのす
ぐ近くの場所でスキャンすることにより、買い物客の推定位置がＦＭＯＴ装置５０内にあ
る位置追跡装置を介して把握されるため、その位置も登録される。かかるスキャンで、商
品の識別情報は、通信ネットワークに取り付けられているデータ収集装置２３（図５およ
び図９）のような適切な装置によって通信ネットワーク経由で送信されるか、商品の識別
情報がＦＭＯＴ装置５０に備わっているメモリに記憶されてよく、あるいはその両方が実
行されてもよい。
【００５９】
　先述のように、店５内での買い物客の移動は、選択された各商品３５の識別情報とその
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選択位置が把握されているため、（好ましくは連続的またはほぼ連続的に）追跡されてい
る。このデータの収集により、買い物客の行動はリアルタイムで収集することができ、リ
アルタイムで、または買い物客が買い物を終了したときなど、後で評価することができる
。
【００６０】
　例示的実施形態において、買い物客７が購入希望の品目をすべて収集したら、当人はレ
ジの列での支払い、ＦＭＯＴ装置５０を通じた請求書の支払い、オンラインでの前払いを
含むがそれらに限定されない１つ以上の支払方法で店５から出る。
【００６１】
　店５は、その店について表示されている１つ以上の商品を備える。例示的実施形態にお
いて、１つ以上の商品の各々は、バーコードを備える。買い物客は、店内にある１つ以上
の商品から、選択された商品を購入のために選択する。
【００６２】
　次に、買い物客７は、選択された商品３５に備わっている可読メディアをＦＭＯＴ装置
５０でスキャンして、スキャンされた商品３５の商品スキャンデータを作成する。かかる
商品スキャンデータは、各商品の（名前および／または社内コードによる）識別情報と価
格とを含むが、これらに限定されない。例示的実施形態において、商品スキャンデータは
、商品の製造業者や店に供給している業者の識別情報も含む。商品スキャンデータは、買
い物客によって購入のために選択された商品３５の重量または同等の測定（量）単位を含
んでもよい。好ましくは、商品スキャンデータは、選択された商品３５に備わっている可
読メディアのスキャン時期を表す日時スタンプを含んでいる。
【００６３】
　本明細書に開示されている１つ以上のシステムに含まれる通信ネットワーク１０は通信
マルチネットワークである。つまり、通信ネットワーク１０が２つ以上の同様または異質
の通信ネットワーク１０を備える。例えば、通信マルチネットワークは、各ＦＭＯＴ装置
５０が動作する場合に経由する少なくとも２つのメッシュ型通信ネットワークを備える。
通信マルチネットワークの代替実施例は、少なくとも１つのメッシュ型通信ネットワーク
を有する通信マルチネットワークと、本明細書のＦＭＯＴ装置５０が動作する少なくとも
１つのスター型通信ネットワークとを含む。また、通信マルチネットワークは、２つ以上
のスター型通信ネットワークを含んでもよい。
【００６４】
　本明細書の好適な実践形態では、通信ネットワーク１０が、メッシュ型通信ネットワー
ク内の無線機である「メッシュ型ネットワークオーガナイザ」を含む。メッシュ型ネット
ワークオーガナイザは、情報ルータと店舗中央コンピュータとの間で、パケットまたはデ
ータとも呼ばれる情報を交換する。一実施形態において、メッシュ型ネットワークオーガ
ナイザは、情報ルータとデータ収集装置２３との間で位置追跡データを交換する。一実施
形態において、メッシュ型ネットワークオーガナイザは、イーサネット（登録商標）ケー
ブル経由でデータ収集装置と通信する一方、情報ルータ、ＦＭＯＴ装置５０、インテリジ
ェントショッピングカート、ＨＶＡＣモニタおよびコントロール、セキュリティシステム
、トラフィックカウンタ、および当業者であればメッシュ型通信ネットワークに取り付け
られていると予見する他の電子装置を含むが、これに限定されないメッシュ型通信ネット
ワークに取り付けられている他の電子装置と、メッシュ型通信ネットワークを介してワイ
ヤレスで通信する。
【００６５】
　情報ルータ１２間の通信は、有線であってもなくてもよい。情報ルータ１２とメッシュ
型ネットワークオーガナイザとの間の通信は、有線であってもなくてもよい。機能的には
、メッシュ型ネットワークオーガナイザは、店舗関係者のワイヤレス終端装置と買い物客
のＦＭＯＴ装置５０との位置追跡データを、本明細書の１人以上のマネージャに配送する
。メッシュ型ネットワークオーガナイザは、無線機経由でデータを送信するので、メッシ
ュ型通信ネットワークの他の構成要素に電波を放送または放射する。
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【００６６】
　本明細書で使用される「データ通信無線機」という用語は、スター型通信ネットワーク
内の無線機を意味する。本明細書で使用されるデータ通信無線機は、中央ノードとも呼ば
れる、スター型通信ネットワークのハブノードを意味する。データ通信無線機は、ＦＭＯ
Ｔ装置５０とデータ収集装置２３との間で、パケットまたはデータとも呼ばれるデータ情
報を交換する。一実施形態において、データ通信無線機は、データ収集装置と通信すると
きに、イーサネット（登録商標）ケーブルなどのワイヤを経由してデータを送信する一方
、ＦＭＯＴ装置５０、インテリジェントショッピングカート、および／または他のブライ
ンドノード、およびスター型通信ネットワークに取り付けられている電気装置と、スター
型通信ネットワークを介してワイヤレスで同時に通信する。データ通信無線機は、厳密に
直線状に通信するのではなく、スター型通信ネットワークの他の構成要素に、電波を放送
または放射する。
【００６７】
　「情報ルータ」という用語は、第１の真実の瞬間を捕捉する装置、メッシュ型ネットワ
ークオーガナイザ、その他の情報ルータおよびその他のネットワーク装置との間でメッシ
ュ型通信ネットワークを経由して情報を送受信する際に経由する前記メッシュ型通信ネッ
トワーク内の静止している規準終端ノードを意味する。機能的には、前記情報ルータが、
他の情報ルータおよびメッシュ型ネットワークオーガナイザと無線または有線で通信する
。例示的実施形態において、情報ルータは、メッシュ型ネットワークオーガナイザを経由
してデータ収集装置と通信する。各情報ルータは、１つの無線機を備える。具体例として
は、テキサスインストルメンツモデル２４３０および２４３１を含むが、これらに限定さ
れない。
【００６８】
　「マルチネットワークルータ」という用語は、本明細書において、少なくとも３つのマ
イクロコントローラユニット（ＭＣＵ）無線機を収容する装置を意味し、そのうち少なく
とも１つはメッシュ型通信ネットワーク用の情報ルータとして機能し、少なくとも２つは
スター型通信ネットワーク用のデータ通信無線機として機能する。少なくとも３つのこれ
らの無線機のうち２つは、テキサスインスツルメンツモデル２４３０または２４３１であ
ってよいが、第３の無線機は、２４３ｘシリーズより上のテキサスインスツルメンツモデ
ルなど、より強力なコントローラでなければならない。機能的には、マルチネットワーク
ルータは、他のマルチネットワークルータと無線または有線で通信する。理想的には、マ
ルチネットワークルータは、店舗および店舗敷地内で買い物客、店舗関係者、およびマネ
ージャによって使用されるＦＭＯＴ装置５０および他の電気装置にワイヤレスで通信する
。マルチネットワークルータは、マルチネットワークオーガナイザを経由してデータ収集
装置と通信する。
【００６９】
　本明細書で使用される「マルチネットワークオーガナイザ」という用語は、メッシュ型
通信ネットワークの通常の情報ルータではなく、メッシュ型ネットワークオーガナイザを
備えているマルチネットワークルータを意味する。したがって、通信マルチネットワーク
が１つのスター型通信ネットワークと１つのメッシュ型通信ネットワークとを含む実施形
態において、マルチネットワークオーガナイザは、スター型通信ネットワーク用のデータ
通信無線機および通信マルチネットワークに存在するメッシュ型通信ネットワーク用のメ
ッシュ型ネットワークオーガナイザとして動作する。機能的には、マルチネットワークオ
ーガナイザは、マルチネットワークルータと無線または有線で通信してもよい。マルチネ
ットワークオーガナイザは、ワイヤレス通信が可能であっても、イーサネット（登録商標
）ケーブルなどを介して有線でデータ収集装置と通信するのが理想的である。
【００７０】
　システムの一部の実施形態において、データ収集装置は、商品位置地図を実際のリアル
タイム買い物客行動データと相関させる。この相関は、第１の真実の瞬間に、より良好な
影響を買い物客に及ぼすために、店および供給業者によって同様に使用され得る極めて有
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益なデータである。買い物客に影響を及ぼす方法が改良されれば、商品選択の予測可能性
が高まるため、当然のことながら、店と供給業者の両方のビジネスモデルにとって有益で
ある。
【００７１】
　図４は、本明細書で使用される例示的な第１の真実の瞬間を捕捉する装置５０を表す。
特に、図４は、ＦＭＯＴ装置の正面の正面図を示す。本明細書におけるＦＭＯＴ装置５０
は、電池で駆動するのが好ましく、再充電可能であることも好ましい。この装置は、本明
細書の既存の通信ネットワークを検索し、自らを関連付ける（すなわち、自らをワイヤレ
スでアタッチする）ことができる。本明細書におけるＦＭＯＴ装置５０は、機能を削減し
た装置であっても、完全機能の装置であってもよい。好ましくは、ＦＭＯＴ装置５０は、
スキャンされた１つ以上の品目をショッピングカートに入れるために買い物客７が品目を
スキャンする際に便利なスキャナ２５（図示せず）を備える。本明細書において、ＦＭＯ
Ｔ装置５０は、既存の通信ネットワーク内のブラインドノードの役割を果たす。
【００７２】
　例示的なＦＭＯＴ装置５０は、１つ以上のマイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）に
よって駆動される位置検出エンジンを含む。ＭＣＵの例示的実施形態は、テキサスインス
ツルメンツ社のＭＣＵモデル番号ＣＣ２４３１である。ＣＣ２４３１　ＭＣＵは、ＦＭＯ
Ｔ装置５０からの入力情報を使用してその位置を判断する光線追跡計算など、特定のアル
ゴリズムによってプログラムされている。ＣＣ２４３１位置検出エンジンで使用される位
置アルゴリズムは、受信信号強度指標（ＲＳＳＩ）値に基づく。距離が長くなると、ＲＳ
ＳＩ値は減少する。
【００７３】
　図５は、店５の例示的な概略平面図を示す。特に、図５は店の断面の上面図を表し、買
い物客７、店舗関係者８、およびマネージャ９が、通信ネットワーク１０の構成要素間の
ワイヤレス通信のために、通信ネットワーク１０内に位置し、相互に関連付けられている
。
【００７４】
　例示的実施形態において、通信マルチネットワークは、店内および店の付近に位置する
。例示的実施形態においては、２次元のＸおよびＹ格子または３次元のＸ、Ｙ、およびＺ
格子が店の地図に重なっている。これらの実施形態においては、通信ネットワーク上のす
べての静止装置が割り当てられており、格子上のその位置座標を認識している。
【００７５】
　図５は、通信マルチネットワークの例示的実施形態を表し、通信マルチネットワークは
、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４と１つ以上のスター型通信ネットワーク１
６とを備える。最大限に明瞭化するために、図５は、複数のマルチネットワークルータ１
１を表しており、これらは、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークと１つ以上のスター
型通信ネットワークとの両方で動作する。そのため、各マルチネットワークルータは、好
ましくは、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークと１つ以上のスター型通信ネットワー
クとを経由したデータ送信用の構成要素を含む。例示的実施形態において、買い物客、店
舗関係者、およびマネージャは、マルチネットワーク通信ライン６とマルチネットワーク
ルータとによって、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークと通信マルチネットワーク１
０の１つ以上のスター型通信ネットワーク１６とに各々接続されている。
【００７６】
　例示的実施形態において、各マルチネットワークルータは、買い物客が店内で買物をす
る範囲外の位置に置かれている。各マルチネットワークルータの例示的な配置領域は、店
の天井またはその付近である。必須ではないが、各マルチネットワークルータ１１は、１
つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４の（図６Ａ、６Ｂ、および図９に示す）情報ル
ータ１２として機能する第１の無線機と、１つ以上のスター型通信ネットワーク１６の（
図７Ａ、７Ｂ、図８、および図９に示す）データ通信無線機２０として機能する少なくと
もさらに２つの無線機という具合に、少なくとも３つの無線機を収容するのが好ましい。
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【００７７】
　図５には、システム通信ライン１９が各マルチネットワークルータ１１を１つ以上のデ
ータ収集装置２３に接続している様子が示されている。システム通信ライン１９は、無線
または有線のどちらであってもよい。システム通信ライン１９は有線であるのが好ましく
、図５には、それらが有線である様子が実線によって示されている。イーサネット（登録
商標）ケーブルは、各マルチネットワークルータ１１と１つ以上のデータ収集装置２３と
の間の例示的な有線接続装置である。本明細書で使用する例示的なシステム通信ラインは
、ＩＥＥＥ　８０２．３通信仕様内で動作するイーサネット（登録商標）物理層内での使
用に適したタイプのものである。例示的なイーサネット（登録商標）ケーブルは、ＲＪ４
５でＣＡＴ－ｘの銅タイプ「ツイストペア」である。かかるケーブルは、音声およびデー
タが銅線を経由して高品質かつ高速にデジタル伝送されるのを支援するように設計されて
いる。
【００７８】
　図５には、メッシュ型通信ネットワーク１４内のマルチネットワークルータ１１間の伝
送領域に対応するマルチネットワーク通信ライン６も示されている。説明のために直線で
描写されているものの、実際には、マルチネットワーク通信ラインは必ずしも直線である
とは限らず、より正確に言えば、各マルチネットワークルータを中心とする円形の伝送区
域である。マルチネットワーク通信ラインは、マルチネットワークルータと買い物客、店
舗関係者、およびマネージャ間でも示されている。図示していないものの、マルチネット
ワーク通信ラインはさらに、（１）マネージャを他のマネージャ、店舗関係者、および買
い物客と接続し、（２）店舗関係者を、マネージャ、店舗関係者、および買い物客に接続
し、（３）買い物客を店舗関係者およびマネージャと接続し、ただし好ましくは買い物客
７を他の買い物客７と接続せず、（４）ベンダーを店舗関係者およびマネージャと接続す
る。買い物客が店内で買物および／または移動すると、実際のリアルタイム買い物客デー
タが、各マルチネットワークルータのマルチネットワーク通信ライン６を経由して、ワイ
ヤレス終端装置および／または買い物客が使用するインテリジェントショッピングカート
から送受信される。
【００７９】
　好ましくは、各マルチネットワークルータ１１は、１つ以上のメッシュ型通信ネットワ
ーク１４と１つ以上のスター型通信ネットワーク１６とで動作する。マルチネットワーク
ルータは、少なくとも３つのマイクロコントローラユニット（ＭＣＵ）を備える。１つの
ＭＣＵが１つ以上のメッシュ型通信ネットワークで使用され、少なくとも２つが１つ以上
のスター型通信ネットワークで使用される。各ＭＣＵは、チップ搭載型のＭＣＵであるの
が好ましく、制御装置、１つ以上のレジスタ、一定量のＲＯＭ、一定量のＲＡＭ、および
算術論理装置（ＡＬＵ）を備える。
【００８０】
　テキサスインスツルメンツ社のＣＣ２４３１　ＭＣＵは、メッシュ型通信ネットワーク
１４と、１つ以上のスター型通信ネットワーク１６を経由して、所定のデータ転送レート
でデータを良好に送信できるため、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４で使用す
る無線機の１つとして、および１つ以上のスター型通信ネットワーク１６で使用する少な
くとも２つの無線機のうちの１つとしての例示的なＭＣＵである。また、ＣＣ２４３１　
ＭＣＵは、本明細書の通信マルチネットワーク１０内に位置検出機能を提供することもで
きる。あるいは、テキサスインスツルメンツ社のＣＣ２４３０　ＭＣＵは、１つ以上のメ
ッシュ型通信ネットワーク１４用の無線機の１つとして、および１つ以上のスター型通信
ネットワーク１６で使用する２つの無線機のうちの１つとしての例示的なＭＣＵである。
マルチネットワークルータ１１の少なくとも３つの無線機のうちの第３の無線機は、テキ
サスインスツルメンツ社のＣＣ２４３ｘシリーズよりも強力な無線機である。
【００８１】
　実際には、メッシュ型通信ネットワーク１４内のデータ転送レートは、１秒あたり最低
１２５キロバイト（ＫＢ／秒）となるように構成されるのが好ましい。１つ以上のスター
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型通信ネットワーク１６内のデータ転送レートは、最低２５０ＫＢ／秒となるように構成
されるのが好ましい。買い物客と通信マルチネットワーク１０との間のインターフェース
はワイヤレスであり、買い物客はブラインドノード経由でアクセスする。
【００８２】
　図６Ａは、本明細書の発明で使用する例示的なメッシュ型通信ネットワーク１４の概略
図である。本明細書では、メッシュ型通信ライン１７を介して１つ以上のメッシュ型通信
ネットワークの構成要素とワイヤレス通信を行う情報ルータ１２が提供されている。１つ
以上のメッシュ型通信ネットワークの構成要素は、ブラインドノード、重量計測装置、お
よび１つ以上のメッシュ型ネットワークオーガナイザ１３を含む。
【００８３】
　メッシュ型通信ライン１７は、有線であっても無線であってもよい。好ましくは、メッ
シュ型通信ラインは、実際の配線ではなく、１つ以上の通信ネットワーク１４を構成する
情報ルータ１２と、１つ以上のワイヤレス終端装置４０およびメッシュ型ネットワークオ
ーガナイザ１３のような他の構成要素との間の無線通信ラインの方向と存在とを描写する
ことを意図するものである。メッシュ型ネットワークオーガナイザは、システム通信ライ
ン１９（図５、図７Ａ、図７Ｂ、図８、および図９に図示）によって１つ以上のデータ収
集装置２３に接続される。１つ以上のメッシュ型通信ネットワークは、少ない電力消費量
、低い運用コスト、定義された空間内での効率的な通信、および低い保守コストなど、数
多くの利点を提供する。
【００８４】
　図６Ａに示すとおり、情報ルータ１２は、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４
における他の情報ルータ１２のうちの少なくとも１つと通信することができる。情報ルー
タ１２は、少なくとも１つのブラインドノード５０など、その他すべてのメッシュ型ネッ
トワーク構成要素と通信できるのが好ましい。
【００８５】
　例示的実施形態において、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４は、２つの接続
配置のうちの１つを使用するローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）である。１つの配置
は完全なメッシュ型トポロジであるのに対し、別の配置は部分的なメッシュ型トポロジで
ある。完全なメッシュ型トポロジでは、情報ルータ１２のすべてが、互いにワイヤレスで
接続しており、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク内でその他すべての情報ルータと
の間で情報を送受信し得る。部分的なメッシュ型トポロジでは、各情報ルータが、１つ以
上のメッシュ型通信ネットワーク内で利用可能な情報ルータの一部（すべてではない）に
ワイヤレスで接続されている。
【００８６】
　１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク経由での適切なデータ転送は、位置データと、
１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク経由での店舗関係者とマネージャとの間の音声デ
ータおよびデジタルメッセージなどの非位置情報データとを含む。ただし好適な実施形態
においては、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークが、位置データなど、ＸおよびＹ位
置座標を含む小さなパケットのデータに限られる。好ましくは、通信マルチネットワーク
１０の位置追跡機能は、メッシュ型通信ネットワークを通じて実行されるのに対し、非位
置情報データなど、より大きなパケットのデータは、１つ以上のスター型通信ネットワー
クによって通信される。情報ルータ１２は必ずしも互いに通信するわけではなく、位置デ
ータを各ブラインドノード５０に提供する。ブラインドノード５０は、ワイヤレス終端装
置およびインテリジェントショッピングカートを含むが、これらに限定されない。
【００８７】
　本明細書の例示的実施形態において、ブラインドノード５０と関連付けられている位置
追跡装置は、ブラインドノードにインストールされた三角測量ソフトウェアまたは他の位
置追跡ソフトウェアによって自らのＸおよびＹ位置座標を計算する。情報ルータは、自身
のそれぞれのＸおよびＹ位置座標を認識している。例示的実施形態において、１つ以上の
データ収集装置２３は、情報ルータに自身のそれぞれのＸおよびＹ位置座標を知らせる。
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情報ルータは、１つ以上のデータ収集装置２３（図１および図２Ｂ）へと続く通信ライン
１９（図６に図示）によってメッシュ型ネットワークオーガナイザ１３に接続されている
。
【００８８】
　本明細書で使用されているメッシュ型通信ネットワーク１４の例示的実施形態は、Ｚｉ
ｇＢｅｅネットワーク１５である。図６Ａに示すとおり、ＺｉｇＢｅｅネットワークは、
メッシュ状の情報ルータ１２によって部分的に形成され、それによって各情報ルータ１２
はＺｉｇＢｅｅネットワーク、すなわち、完全なメッシュ型トポロジまたは部分的なメッ
シュ型トポロジ内の１つ以上の情報ルータとの間で送受信を行う。
【００８９】
　本明細書における例示的な１つ以上メッシュ型通信ネットワーク１４としてＺｉｇＢｅ
ｅネットワーク１５を使用する利点はいくつかある。メッシュ型通信ネットワークにおけ
るＺｉｇＢｅｅネットワークは、電力消費量および実装コストの低さ、構成要素の利用密
度の高さ（１つのメッシュ型通信ネットワークにつき、何百とまではいかないまでも数十
の情報ルータ１２および／またはＦＭＯＴ装置５０）、およびそのシンプルな通信プロト
コルで知られている。ＺｉｇＢｅｅネットワークは、低データレートおよび低電力消費が
求められるワイヤレス通信ネットワークでの使用に向いている。
【００９０】
　本明細書における最もシンプルなＺｉｇＢｅｅネットワークの形態は、１つ以上の情報
ルータ１２、少なくとも１つのメッシュ型ネットワークオーガナイザ１３、および１つ以
上のブラインドノード５０を備える。メッシュ型ネットワークオーガナイザは、ＺｉｇＢ
ｅｅネットワーク内の１つ以上の情報ルータを経由してデータを配送する装置である。メ
ッシュ型ネットワークオーガナイザは、システム通信ライン１９によって１つ以上のデー
タ収集装置２３に接続されている。ＺｉｇＢｅｅネットワーク１５は、非ビーコンタイプ
であっても、ビーコンタイプであってもよい。
【００９１】
　ＺｉｇＢｅｅネットワーク１５は、非ビーコンタイプであっても、ビーコンタイプであ
ってもよい。ビーコン非対応ネットワーク（すなわち、ビーコン次数が１５であるネット
ワーク）において、情報ルータ１２は、好ましくは連続的にアクティブであるデータ受信
器を有する。非ビーコン対応タイプのＺｉｇＢｅｅネットワークは、一部の装置は常に受
信し、他の装置は、ブラインドノードなどのＺｉｇＢｅｅネットワークの構成要素からの
外部刺激が検出されたときに限り送信する異機種間接続ネットワークを許容する。
【００９２】
　異機種間接続ネットワーク内の要素の公知の例は、ワイヤレスライトスイッチを有する
ランプである。ランプのＺＩＧＢＥＥノードは、ランプの電力供給源に接続されてから常
に受信しているのに対し、電池式ライトスイッチは、ライトスイッチが投入されるまで、
「休眠中」または「非アクティブ」の状態である。その後ライトスイッチが作動し、ラン
プに命令を送り、承認を受けて、非アクティブの状態に戻る。ビーコン対応ネットワーク
では、ＺｉｇＢｅｅネットワーク内の情報ルータが、周期的なビーコンを送信して、ブラ
インドノードなど他のネットワークノードにその存在を確認する。例示的なビーコン対応
ＺｉｇＢｅｅネットワークでは、ブラインドノードおよび情報ルータが、ビーコン間で電
力を下げ、それによってデューティサイクルを下げ、バッテリ寿命を延ばす。
【００９３】
　ビーコン非対応ネットワークでは、通信マルチネットワーク内の情報ルータの少なくと
も一部が常にアクティブであることから、他に非アクティブな情報ルータがあっても、電
力消費量が大きくなる場合がある。例示的実施形態においては、通信マルチネットワーク
内の情報ルータの略すべてが常にアクティブである。電力を持続させるために、食品雑貨
店にとってはビーコンタイプのＺｉｇＢｅｅネットワークが典型的である。
【００９４】
　図６Ｂは、本明細書における本発明で使用する１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク
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１４の機能の例示的な概略図である。この図６Ｂは、１つ以上のメッシュ型通信ネットワ
ーク１４が、最終的には情報ルータ１２やブラインドノード５０など１つ以上のメッシュ
型通信ネットワークの構成要素間のデータを１つ以上のデータ収集装置２３に転送するこ
とを示す。
【００９５】
　図７Ａは、１つ以上のスター型通信ネットワーク１６を例示的に表している。本明細書
において、データ通信無線機２０は、自らの装置自体に収容されているか、情報ルータ１
２と共にマルチネットワークルータ１１に収容されている（図１に図示）かに関係なく、
相互に直接通信するのではなく、システム通信ライン１９を経由して１つ以上のデータ収
集装置２３と直接通信する。
【００９６】
　１つ以上のスター型通信ネットワーク１６は、通信マルチネットワーク１０にとって特
に有用かつ重要である。この１つ以上のスター型通信ネットワークは、速度および効率の
ためにより高いデータ転送レートが求められるデータストリームを伝送する通信マルチネ
ットワークの例示的な通信ネットワークである。好ましくは、１つ以上のスター型通信ネ
ットワークは、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークによって提供される約１２５ＫＢ
／秒の転送レートに代えてまたは加えて、少なくとも２５０ＫＢ／秒の送信レートに最適
な音声データ、画像、ビデオ、金融取引データ、および他の種類のデータなど、非位置情
報データを伝達するために使用される。ただし、１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク
１４を経由して、１つ以上のスター型通信ネットワークによって提供される高いデータ転
送レートが求められる非位置情報データを送信することが可能である。
【００９７】
　本明細書における例示的な１つ以上のスター型通信ネットワークは、電気電子技術者協
会（ＩＥＥＥ）８０２通信プロトコル内で動作する。ＩＥＥＥ　８０２とは、ローカルエ
リアネットワークおよびメトロポリタンエリアネットワークを取り扱っているＩＥＥＥ標
準の一系統を表す。さらに詳しくは、ＩＥＥＥ　８０２標準は、可変サイズのデータパケ
ットを伝送するネットワークに制限される。対照的に、セルベースのネットワークでは、
データが、携帯電話内などで使用する、セルと呼ばれる短い一定サイズの単位で送信され
る。例示的ではあるものの、先述のように、１つ以上のスター型通信ネットワーク１６が
、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（ＩＥＥＥ　８０２．１５．１および８０２．１５．２）、ＷＩＭ
ＥＤＩＡ（ＩＥＥＥ　８０２．１５．３）、ＷＩ―ＦＩ（ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ）、
Ｗｉ―Ｆｉ５（ＩＥＥＥ　８０２．１ｌａ／ＨＬ２）、および例示的なプロトコル８０２
．１５．４といった他の無線プロトコルを含むがこれらに限定されない複数の通信プロト
コルの範囲内で動作し得ることが認められている。
【００９８】
　図７Ｂは、通信マルチネットワーク１０を例示的に表している。この図は、１つ以上の
メッシュ型通信ネットワーク１４の情報ルータ１２がＦＭＯＴ装置５０に信号を提供して
いる様子を明確に示している。図７Ｂにおいて、情報ルータは、ＦＭＯＴ装置５０に情報
ルータのＸおよびＹ位置座標を提供する。ＦＭＯＴ装置５０は、ＸおよびＹ位置座標おけ
るそれ自身の位置を提供するために必要な計算を実行するか、位置追跡サーバなど、１つ
以上の店舗サーバ２９に１つ以上のスター型通信ネットワーク１６経由で信号を送信して
、通信マルチネットワーク１０のそのレベルで計算を実行する。どちらの状況下でも、各
ＦＭＯＴ装置５０の位置は、ブラインドノードと１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク
の情報ルータとの間で交換されるデータによって、１つ以上のデータ収集装置２３（図５
に図示）または位置追跡サーバに把握される。
【００９９】
　例示的実施形態において、ワイヤレス終端装置やインテリジェントショッピングカート
など、ＦＭＯＴ装置５０間の略すべての実質的な通信は、データ通信無線機２０、スイッ
チ２５、ゲートウェイサーバ２７、および適切な店舗サーバ２９によって実行される。店
舗サーバ２９は、位置追跡サーバであることが多い。
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【０１００】
　図８は、通信マルチネットワーク１０を例示的に表している。この図は、１つ以上のメ
ッシュ型通信ネットワーク１４の情報ルータ１２が、ワイヤレス終端装置およびインテリ
ジェントショッピングカートを含むＦＭＯＴ装置５０に信号を提供する様子を明確に示し
ており、上記例示的実施形態に示すとおり、ＦＭＯＴ装置５０は１つ以上の位置追跡装置
と関連付けられている。
【０１０１】
　図８において、情報ルータは、ブラインドノードに情報ルータのＸおよびＹ位置座標を
提供する。ブラインドノードは、ＸおよびＹ位置座標における自身の位置を提供するのに
必要な計算を実行するか、位置追跡サーバなど、１つ以上の店舗サーバに１つ以上のスタ
ー型通信ネットワーク１６経由で信号を送信する。上記のとおり、１つ以上のデータ収集
装置と位置追跡サーバとの両方が、光線追跡および位置追跡計算を実行することができる
。どちらの状況下でも、各ブラインドノードの位置は、ＦＭＯＴ装置５０と、１つ以上の
メッシュ型通信ネットワーク１４の情報ルータ１２との間で交換されるデータにより、１
つ以上の店舗サーバに把握される。例示的実施形態において、位置追跡サーバは、先述の
計算作業をブラインドノードに実行させるのではなく、位置追跡計算を実行する。
【０１０２】
　位置追跡計算では、ブラインドノードによって位置追跡サーバに提供される情報（最も
近くにある情報ルータのＸおよびＹ位置座標）を使用する。（ブラインドノードに対して
）最も近くにある情報ルータは、メッシュ型ネットワークオーガナイザ１３からブライン
ドノードのＸおよびＹ位置座標を受信する。メッシュ型ネットワークオーガナイザ１３は
、位置追跡サーバからＸおよびＹ位置座標を受信する。いずれにせよ、通信マルチネット
ワーク１０の１つ以上のメッシュ型通信ネットワーク１４を経由して、店（図５に図示）
の地図におけるブラインドノードの位置がブラインドノードおよび位置追跡サーバに把握
される。
【０１０３】
　図９は代替例示的実施形態を表し、多重スター型通信ネットワーク１６を有する店の例
示的な上面概略図である。図９には、多重スター型通信ネットワークと組み合わせた１つ
以上のメッシュ型通信ネットワークも示されている。図９は多重スター型通信ネットワー
クと１つ以上のメッシュ型通信ネットワークとを示すものの、通信マルチネットワーク１
０が、１つ以上のメッシュ型通信ネットワークが存在しない多重スター型通信ネットワー
クだけを含む可能性があることは、当業者であれば容易に認識できるであろう。
【０１０４】
　図５と同様、図９においても、メッシュ型通信ライン１７が、１つ以上のメッシュ型通
信ネットワーク１４内で各情報ルータ１２をメッシュ型ネットワークオーガナイザ１３に
接続している様子が示されている。加えてメッシュ型通信ラインは、メッシュ型通信ネッ
トワーク内で情報ルータの間に存在する。通信ラインは、例示のために直線で描かれてい
るものの、実際には必ずしも直線とは限らない。むしろ、１つ以上のメッシュ型通信ネッ
トワーク内で動作可能な各情報ルータは、情報ルータ間の内部通信が行われる限られた通
信区域を生成する。
【０１０５】
　システム通信ライン１９は、データ通信無線機２０と１つ以上のデータ収集装置２３と
を接続している状態で表されている。システム通信ラインは、メッシュ型ネットワークオ
ーガナイザ１３と１つ以上のデータ収集装置２３とを接続している状態で表されている。
２つ以上のスター型通信ネットワーク１６を含む通信マルチネットワーク１０の場合、１
つ以上のスター型通信ネットワークの各々について表示される各データ通信無線機は、シ
ステム通信ラインにより、通信マルチネットワークの構成要素の略すべてを対象とするマ
スターネットワークコーディネータとして動作する１つ以上のデータ収集装置２３に接続
される。
【０１０６】
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　図１０は、通信ネットワーク内でＦＭＯＴ装置５０の位置をリアルタイムで判断するた
めの例示的な方法を示すフローチャートである。実際には、ＦＭＯＴ装置５０が通信ネッ
トワーク内で最も近くにある情報ルータ１２によって受信される信号を送信する。通信ネ
ットワークは、好ましくは、通信マルチネットワーク１０のＺｉｇＢｅｅメッシュ型通信
ネットワーク１５である。ＦＭＯＴ装置５０に送信された信号は、店内でその位置を確立
しようとする。送信された信号に対し、各情報ルータ１２は、自身の位置を示す信号をＦ
ＭＯＴ装置５０に返信する。情報ルータからの各受信信号は、ブラインドノードが測定で
きる付帯信号強度を有する。
【０１０７】
　次に、各受信信号の信号強度が、ＦＭＯＴ装置５０によって測定および把握され、ブラ
インドノードが、好ましくはその信号強度を入力値とする光線追跡計算を使用して、情報
ルータに対するその位置を計算し、それにより、ＸおよびＹ座標系に従ってその位置を計
算する。計算が終わると、ブラインドノードは、ネットワーク経由でＸおよびＹ位置座標
の集合を１つ以上のデータ収集装置に送信する。データ収集装置は、店舗全体に分散する
ブラインドノードのさまざまな位置を記憶し、追跡することができる。
【０１０８】
　理想的には、１つ以上のデータ収集装置または位置追跡サーバ（図示せず）は、店内に
あるすべてのＦＭＯＴ装置５０を追跡し、それによって本明細書における１つ以上の方法
の動作を規制および制御する。同じく理想的には、位置追跡サブシステムが、本明細書の
通信ネットワークを備えた店内での動作中に、各ＦＭＯＴ装置５０の位置を追跡するため
に、連続的にまたは略連続的に動作する。このように、図１０で先述したプロセスは、店
内の任意のブラインドノードの位置を計算し、それによって１つ以上のデータ収集装置２
３（図５および図９）が時間を追って把握し記憶できるように、略連続的に実行されるの
が好ましい。店内のすべてまたは略すべての位置におけるブラインドノードの場所をこの
ように記憶することにより、店内のブラインドノードの推定位置に関する重要な履歴を含
む買い物客の行動パターンデータが構築される。
【０１０９】
　ブラインドノードの位置検出エンジン部が、買い物客が店内の品目を購入のためにスキ
ャンする目的で使用するＦＭＯＴ装置５０内に収容されると、実際のリアルタイム買い物
客データが１つ以上のデータ収集装置によって収集される。後の分析のために記憶したり
、１名以上の関係当事者（消費財企業など）に一斉送信したりすることのできるこのよう
な実際のリアルタイム買い物客データを収集することが最優先事項である。これまでは、
小売店内で商品を販売する会社が、かかる選択時における商品選択など、実際の買い物客
の行動を追跡できることはほとんどなく、電子シミュレーションと不正確な販売データと
を使用して、買い物客の行動および小売店内での買い物客の出費への影響を予想していた
。
【０１１０】
　開示された技術の登場により、マーチャンダイザーが所定の時間にわたって通路の突き
当たりに自社商品のエンドキャップ２２を配置するよう小売店に求めたときに、小売店は
、（１）エンドキャップ周辺の買い物客の往来を測定することができ、（２）買い物客が
エンドキャップ２２に隣接している時間の長さを判断することができ、（３）買い物客が
エンドキャップ２２（図１Ａ～図１Ｄ）からスキャンし、自身のショッピングカートに入
れ、および／またはその後支払いを済ませて家に持って行った任意およびすべての品目を
特定することができるようになる。そのため、本明細書の発明によってこのようなことが
可能になることにより、商品選択の前または商品選択の時点で、実際のリアルタイムの買
い物客の行動に対する洞察が得られるようになり、先述のように、第１の真実の瞬間に店
がこのような行動を把握するようになる。かかる実際の買い物客の行動をリアルタイムで
監視し、一覧にすることは、買い物客のかかる評価および分析の性質における劇的な変化
である。この変化は、本明細書の発明の能力、すなわち、店内での買い物客の推定位置を
把握するための１つ以上の方法によって強まる。
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【０１１１】
　図１１Ａ、図１１Ｂ、図１１Ｃ、および図１１Ｄは、開示された発明の例示的な位置追
跡サブシステムのフローチャートである。図１１Ａにおいて、ＦＭＯＴ装置５０は、その
伝送範囲内にあるすべての情報ルータ１２にそれぞれの位置を問い合わせる。範囲内にあ
る情報ルータ１２の各々は、その位置座標をＦＭＯＴ装置５０に送信する。少なくとも２
つの情報ルータ１２が、それぞれの位置情報をＦＭＯＴ装置５０に送信する。情報ルータ
１２に帰属する位置情報は、ＸおよびＹ座標、すなわち経度および緯度座標、または当業
者に公知の他の位置データによって店の地図の上に重なる形で表示される。
【０１１２】
　図１１Ａは、ステップ４１０から４２５に示す例示的な非ビーコン通信マルチネットワ
ークを表しており、情報ルータ１２との接触を開始するのはブラインドノードである。対
照的に、図１１Ｂは、ステップ４６０から４７０に示す例示的なビーコンメッシュ型通信
ネットワークを表しており、リッスンしている装置に周期的かつリズミカルに信号を送信
するのは、情報ルータ１２である。このケースにおける情報ルータ１２はブラインドノー
ド１２である。図１１Ａおよび図１１Ｂの位置追跡サブシステムは、この違い以外は同じ
である。
【０１１３】
　図１１Ａおよび図１１Ｂでは、ＦＭＯＴ装置５０に関連するリアルタイム位置情報を判
断するのに必要な光線追跡計算が、ＦＭＯＴ装置５０によって実行される。ＦＭＯＴ装置
５０はその後、ブラインドノードに関連する位置情報をデータ通信無線機に送信し、続い
てデータ通信無線機が１つ以上のデータ収集装置２３に位置情報を提供する。
【０１１４】
　図１１Ｃは、通信マルチネットワーク１０内のＦＭＯＴ装置５０の位置を判断する１つ
以上の例示的な方法を表す。図１０、図１１Ａ、および図１１Ｂにおいて、ＦＭＯＴ装置
５０は光線追跡計算を実行して、店内における自身のＸおよびＹ座標を計算する。図１１
Ｃおよび図１１Ｄでは、ブラインドノードが依然として、利用できる情報ルータから受信
した信号の強度を測定するが、ブラインドノードは、情報ルータ１２から受信した信号の
強度を測定したら、測定されたそれらの信号強度を通信ネットワーク経由でデータ通信無
線機２０に送信する。続いてデータ通信無線機２０が、測定された信号強度を１つ以上の
データ収集装置２３に送信する。次に、データ収集装置が、測定された信号強度を光線追
跡計算への入力情報として使用して、光線追跡計算を実行する。かかる計算の出力情報は
位置であり、信号強度を測定したブラインドノードの１組のＸおよびＹ位置座標で表示さ
れる。
【０１１５】
　図１１Ｃは、ステップ５０５から５２０に示す例示的な非ビーコン通信マルチネットワ
ークを示す。ここで情報ルータ１２との接触を開始するのはブラインドノードである。対
照的に、図１１Ｄは、ステップ５６５から５７５に示す例示的なビーコンメッシュ型通信
ネットワークを示す。ここで、リッスンしている可能性があるすべての装置に、周期的に
かつリズミカルに信号を送信するのは情報ルータである。図１１Ｃおよび１１Ｄの位置追
跡サブシステムは、この違い以外は同じである。
【０１１６】
　図示されていない位置追跡サブシステムの他の例示的実施形態は、図１１Ａ、図１１Ｂ
、図１１Ｃ、および図１１Ｄの上記の例示的なサブシステムを含む。ここでは、各情報ル
ータ１２および各データ通信無線機２０が、図５の例示的な通信マルチネットワークに示
されているマルチネットワークルータ１１と置き換えられる。
【０１１７】
　図１２は、位置検出のための位置追跡サブシステムの簡略図を示す。各情報ルータ１２
は、店５内の既知の位置に配置される静的な（すなわち不動の）ノードであり、静止した
ままである。簡略化のため、各情報ルータ１２は、自身の位置を把握しており、信号の送
信によるリクエストに応じて、概略図内の他のノードまたは他の構成要素にその位置を伝
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【０１１８】
　情報ルータ１２は、さまざまな種類のＭＣＵで動作することができる。例えば、テキサ
スインスツルメンツ社の適切なＭＣＵは、モデル番号ＣＣ２４３０、ＣＣ２４３１、およ
び／またはＣＣ２４２０である。
【０１１９】
　例示的実施形態において、本明細書のブラインドノード５０が、ＸおよびＹ座標を含む
データパケットを範囲内の各情報ルータ１２から受信すると、ＦＭＯＴ装置５０は、受信
パケットにＲＳＳＩ値を自動的に加える。ＲＳＳＩ値は、８つの第１シンボル期間（１２
８μ秒）にわたって平均化されるのが好ましい。例示的実施形態において、このＲＳＳＩ
値は、符号付きの２の補数値として１バイト値で表示される。パケットがＣＣ２４３１の
ＦＩＦＯから読み込まれた場合、最後から２番目のバイトは、実際のパケットの８つのシ
ンボルを受信した後に測定されたＲＳＳＩ値を含む。データパケットが受信されると同時
にＲＳＳＩ値が捕捉された場合でも、ＲＳＳＩ値はその時の受信信号強度を反映し、場合
によっては受信データの信号電力も反映する。
【０１２０】
　本明細書におけるブラインドノード５０は、ＲＳＳＩと称されるレジスタを含むのが好
ましい。このレジスタは、上記と同じ値を保持するが、パケットが受信されたときにはロ
ックされていないため、レジスタ値が更なる計算に使用されるべきではない。受信データ
に添付されたロック済みＲＳＳＩ値だけが、ちょうどデータが受信されたときに測定され
たＲＳＳＩ値と解釈され得る。
【０１２１】
　受信信号強度は、送信された電力と、送信者と受信者との間の距離の関数である。シス
テムの例示的実施形態において、受信信号強度は、下記の等式が示すとおり、距離の増加
に伴って低下する。
【０１２２】
　（ｌｏｌｏｇ）１０ＲＳＳＩ＝－ｎｄ＋Ａ
【０１２３】
　式中、ｎは信号伝搬定数であり、伝播指数とも呼ばれる。ｄは送信者からの距離であり
、Ａは１メートルの距離における受信信号強度である。
【０１２４】
　使用される情報ルータ１２が少なすぎると、各情報ルータからの影響が大きくなり、Ｒ
ＳＳＩ値が１つ間違っていると、計算位置が大きく変わる場合がある。この状況でＲＳＳ
Ｉ値が間違っていると、多重経路や、信号が壁などの障害物によって遮断された場合によ
り、理論値に適合しないＲＳＳＩ値が生成される。そのため、店などの環境内では、情報
ルータが多い方が有利である。
【０１２５】
　本記述においては、実施例を使用して、最良の態様を含む本発明を開示しており、当業
者であれば本発明を製作し使用できるようにしている。特許され得る本発明の範囲は、請
求項によって定義され、当業者が着想した他の実施例を含み得る。かかる他の実施例は、
請求項の文字通りの言語と異ならない構造要素を有する場合、または請求項の文字通りの
言語との実体のない相違を有する均等な構造要素を含む場合には、請求項の範囲内にある
と想定される。
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